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１ 【提出理由】

当社及び連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に著しい影響を与える事象が発

生しましたので、金融商品取引法第24条の５第４項並びに企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２

項第12号及び第19号の規定に基づき、臨時報告書を提出するものであります。

　

２ 【報告内容】

(1) 当該事象の発生年月日

　平成24年３月31日　

　

(2) 当該事象の内容

　当社グループを取り巻く環境は、円高の進行、価格競争、設備投資の抑止等の影響を受け、当面厳しい状況

が続くものと予想されます。これらの状況を考慮し、今後の事業体制について慎重に検討を重ねた結果、連

結及び個別において特別損失を計上いたしました。当社グループにつきましては、構造改革費用として「特

別退職金」425,556千円、個別につきましては、当社の連結子会社でありますKIP Europe Holding S.A.への

「関係会社株式」の全額994,940千円及びKIP Europe S.A.S.への「売掛金」の全額1,899,906千円につい

て、欧州経済の悪化による市場の需要低迷で欧州の売上高は減少し、業績不振が続いていることから、それ

ぞれ全額を「関係会社株式評価損」、「貸倒引当金繰入額」として特別損失に計上いたしました。

　

(3) 当該事象の損益及び連結損益に与える影響額

  平成24年３月期(平成23年４月１日から平成24年３月31日まで)の個別決算において2,894,846千円、連結

決算において425,556千円を、それぞれ特別損失として計上いたしました。

なお、当該「関係会社株式評価損」及び「貸倒引当金繰入額」は、連結上相殺消去されるため連結業績へ

の影響はありません。　
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